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つおさん 

い な がわ けい こく 

　

伊い
な
が
わ
け
い
こ
く

奈
川
渓
谷

 

［
南
木
曽
支
署
］
木
曽
川
の
支
流
「
伊
奈

川
」
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
檜
尾
岳
（
標
高

二
、七
二
八
㍍
）
と
三
沢
岳
（
標
高
二
、八
四
六

㍍
）
と
に
挟
ま
れ
た
伊
奈
川
国
有
林
の
幾
重
も

の
沢
に
端
を
発
し
木
曽
川
に
注
い
で
い
ま
す
。

一
帯
は
「
伊
奈
川
渓
谷
」
と
呼
ば
れ
、
源
流
は

中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ
岳
森
林
生
態
系
保
護

地
や
中
央
ア
ル
プ
ス
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
、
空
木
岳
（
標
高
二
、八
六
四
㍍
）、
南
駒
ヶ

岳
（
二
、八
四
一
㍍
）
な
ど
の
名
峰
を
目
指
す

登
山
者
を
は
じ
め
、
清
流
を
楽
し
む
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
等
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

��

中
央
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
は
伊
那
谷
側
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
が
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
な
り

ま
す
が
、
伊
奈
川
渓
谷
か
ら
空
木
岳
等
を
目

指
す
ル
ー
ト
も
根
強
い
人
気
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ル
ー
ト
は
関
西
電
力
の
発
電
用
ダ

ム
「
伊
奈
川
ダ
ム
」
の
上
流
に
あ
る
駐
車
場
か

ら
伊
奈
川
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
林
道
を
進

み
、
人
工
林
と
天
然
林
の
織
り
な
す
景
観
を
楽

し
み
な
が
ら
登
山
道
を
登
り
、
や
が
て
ダ
ケ
カ

ン
バ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
シ
ラ
ベ
と
い
っ
た
亜
高

山
帯
の
樹
林
を
抜
け
て
空
木
岳
と
東
川
岳
の
鞍

部
に
到
着
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
平
安
時

代
末
期
、
木
曽
に
縁
の
あ
る
「
木
曾
義
仲
」
が

伊
那
攻
め
の
時
に
こ
の
鞍
部
を
登
り
越
え
た
と

い
う
古
事
が
残
っ
て
お
り
、「
木
曽
殿
越
」（
標

高
二
、五
〇
五
㍍
）
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
は
「
義
仲
の
力
水
」
と

い
う
水
場
も
あ
り
、
そ
の
名
水
は
登
山
者
の
気

力
・
体
力
の
回
復
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

��

日
本
百
名
山
で
最
後
に
登
る
方
が
多
い
空
木

岳
か
ら
南
へ
は
越
百
山
（
二
、六
一
三
㍍
）、
北

へ
は
木
曽
駒
ヶ
岳
へ
の
縦
走
が
楽
し
め
、
新
緑

の
季
節
、
あ
る
い
は
紅
葉
の
季
節
、
雪
化
粧
を

纏
っ
た
季
節
と
四
季
折
々
を
通
じ
、
美
し
い
風

景
が
見
ら
れ
、
多
種
多
様
な
高
山
植
物
も
楽
し

め
ま
す
。

　

是
非
、「
伊
奈
川
渓
谷
」
か
ら
中
央
ア
ル
プ

ス
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス

○
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
須
原
駅
ま
た
は
大
桑
駅
下
車

　

�

タ
ク
シ
ー
利
用
で
伊
奈
川
ダ
ム
上
部
駐
車
場

ま
で
約
四
十
五
分

　

�

駐
車
場
か
ら
木
曽
殿
越
ま
で
約
六
時
間
三
十

分

空木岳と木曽殿越花崗岩石の伊奈川

紅葉の南駒ヶ岳雪化粧の空木岳

○
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

　

�

国
道
十
九
号
線
伊
奈
川
橋
信
号
か
ら
伊
奈
川

ダ
ム
上
部
駐
車
場
ま
で
約
四
十
分

コイワカガミ

イワウメ


